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１ 推進計画の考え方

道路交通法の一部改正により、令和５年４月から、自転車利用者の乗車用ヘルメット

の着用が努力義務となり、令和６年１１月からは、自転車運転中の「ながらスマホ」の

罰則強化、「酒気帯び運転」の罰則新設が行われました。さらに、令和８年には、自転車

の交通違反に対する交通反則通告制度（「青切符」制度）の導入が予定されており、自転

車の運転に関する正しい交通ルールの普及に努める必要があります。

また、一般社団法人日本自動車連盟（ＪＡＦ）が令和６年に行った調査によると、県

内における歩行者が信号機のない横断歩道を渡ろうとしている状況で一時停止した車の

割合は、前年より低下し 31.6％となり、全国平均を 21.4 ポイント下回る結果となりま

した。運転者における歩行者優先意識の向上を図り、また、歩行者に対して自らの安全

を守るための交通行動を促す必要があります。

本推進計画は、これら諸般の状況等を踏まえ、交通安全に関する取組を市民に周知す

るとともに、「富山市交通安全対策協議会」を構成する関係機関・団体をはじめとする

交通安全関係者の主体的な活動と相互のネットワークを一層強固なものとするため、本

市における交通安全啓発活動の指針としてまとめたものです。

また、本計画は、県及び県交通対策協議会で作成された「令和７年度富山県交通安全

推進計画」に基づき、本市における事故状況や交通を取り巻く諸条件も考慮して策定し

たものです。

２ 令和６年における交通事故の状況

（１）全般状況

本市における人身事故件数は３，７６２件を数えた平成１３年以降は減少傾向で推移

し、令和６年中の件数は前年より５５件少ない８８０件となっております。また、負傷

者数は１，０２５人で前年より１８人減少しました。

死者数は７人で前年より４人減少したものの、うち高齢者は５人と全体の７割以上を

占めることから、大変憂慮すべき状況が続いております。

死者の状態別では、歩行中が前年より２人増の５人、自動車乗車中は前年より４人減

の２人となっています。

①人身事故件数（※ 令和６年の数値は、暫定値です。） （件）

② 負傷者数（※ 令和６年の数値は、暫定値です。） （人）

区 分 富 山 市 富 山 県 全 国

令和 ６ 年 880 1,858 290,792

令和 ５ 年 935 1,878 307,930

増減（前年比） △55（△5.9%） △20（△1.1%） △17,138（△5.6%）

区 分 富 山 市 富 山 県 全 国

令和 ６ 年 1,025 2,130 343,756

令和 ５ 年 1,043 2,108 365,595

増減（前年比） △18（△1.7%） 22（1.0%） △21,839（△6.0%）
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③ 死者数（※ 令和６年の数値は、暫定値です。） （人）

④ 死者の状態別内訳（※ 令和６年の数値は、暫定値です。） （人）

（２）富山市における近年の交通事故の特徴

① 飲酒運転事故の件数は、直近３年間増加傾向にあります。また、飲酒運転の動機と

して「事故を起こさないと思った」という身勝手なものが多く、遵法意識が低いこと

がうかがえることから、飲酒運転をはじめとする危険な運転を、絶対に許さない環境

づくりをより強力に行っていく必要があります。

② 歩行者事故の件数は、直近２年間増加傾向にあります。また、信号機のない横断歩

道におけるドライバーの交通ルールが守られていないという実態があることから、歩

行者が安全に道路を横断するための取組をより強力に行っていく必要があります。

③ 自転車事故の件数及び交通事故全体に占める割合は、前年より減少しています。一

方で、事故の内訳としては、依然として対車両の事故が多数を占めています。環境意

識や健康志向の高まりなどとともに、自転車の利活用が今後ますます進んでいくこと

も想定され、自転車に関する交通ルールの周知をはじめとする安全利用の推進に向け

た取組を、一層推進する必要があります。

④ 高齢ドライバー事故の件数は、前年より減少しました。しかし、全国において高齢

ドライバーによる重大な事故が相次いで発生しており、引き続き補償運転（運転技能

の低下を補う運転のこと）の推奨や、安全運転サポートカー・後付けの安全運転支援

装置の普及啓発などにより、事故防止に取組んでいく必要があります。

区 分
富 山 市 富 山 県 全 国

内高齢者 内高齢者 内高齢者

令和 ６ 年 7 5 (71.4%) 22 16 (72.7%) 2,663 1,513 (56.8%)

令和 ５ 年 11 7 (63.6%) 31 18 (58.1%) 2,678 1,466 (54.7%)

増減
(前年比)

△4
(△36.4%)

△2
(△28.6%)

△9
(△29.0%)

△2
(△11.1%)

△15

(△0.6%)
47

(3.2%)

区 分

歩 行 中 自転車乗車中 自動車乗車（同乗）中

内車両単独

内高齢者 内高齢者 内高齢者 内高齢者

令和 ６ 年 5 4 0 0 2 1 1 1

令和 ５ 年 3 1 2 2 6 4 3 3
増減
(前年比)

2
(66.7%)

3
(300.0%)

△2
(△100.0%)

△2
(△100.0%)

△4
(△66.7%)

△3
(△75.0%)

△2
(△66.7%)

△2
(△66.7%)

-2-



○５年間の状況（※ 令和６年の数値は、暫定値です。） (件、人)

○死者に占める高齢者の状況（令和２年から令和６年までの５年間の計） （人）

（※ 令和６年の数値は、暫定値です。）

○５年間の特定事故別状況（※ 令和６年の数値は、暫定値です。） (件)

区 分 人身事故件数 死 者 数 自転車事故件数

高齢者事故 高 齢 者 こども 件数構成率

令和 ６ 年 880 307 (34.9%) 7 5(71.4%) 0 115 13.1 %

令和 ５ 年 935 347 (37.1%) 11 7(63.6%) 0 160 17.1 %

令和 ４ 年 929 337 (36.3%) 9 7(77.8%) 0 115 12.4 %

令和 ３ 年 873 311 (35.6%) 9 5(55.6%) 0 111 12.7 %

令和 ２ 年 913 354 (38.8%) 7 7(100 %) 0 134 14.7 %

平 均 906 331 (36.6%) 9 6(66.7%) 0 127 14.0 %

区 分 富 山 市 富 山 県 全 国

全交通事故死者 43 142 13,426

うち高齢者 31 97 7,565

高齢者構成率 72.1% 68.3% 56.3%

区 分 令和６年 令和５年 令和４年 令和３年 令和２年 平 均

全 交 通 事 故 880 935 929 873 913 906

飲酒運転事故 17 10 9 7 17 12

中学生以下の事故 26 21 24 26 29 25

高 齢 者 事 故 307 347 337 311 354 331

若者ドライバー事故 137 146 163 142 152 148

高齢ドライバー事故 216 231 227 201 227 220

歩 行 者 事 故 113 105 99 105 105 105

自 転 車 事 故 115 160 115 111 134 127

小学生 7 5 6 5 7 6

中学生 9 8 7 9 11 9

高校生 32 38 22 18 33 29

高齢者 17 33 23 21 30 25
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３ 交通安全推進の方向

「安全・安心で快適な交通社会を築いていく役割は、交通の場に関わる市民一人ひと

りが担っている」という意識の定着を促すとともに、市民一人ひとりが「交通事故に遭

わない」、「交通事故を起こさない」ということを常に意識し、安全を確認し行動する

ように、交通安全思想の普及・啓発活動を積極的に推進します。

このため、関係機関・団体が相互に連携を図り、それぞれ創意工夫を凝らした活発な

諸活動を展開し、市民の参加のもとに、交通事故防止を図ります。

（１）交通安全教育

こどもや高齢者など各世代に対応した交通安全教育の充実強化に努め、交通社会

の一員としての自覚を促すとともに、交通ルールの遵守とマナーの向上を図りま

す。

（２）広報・啓発活動

あらゆる世代の市民に交通安全の重要性を周知徹底するため、広報紙やポスター・

チラシなどの、各種広報媒体を積極的に活用するとともに、街頭における啓発活動を

強力に推進します。

（３）交通安全運動

県及び県交通対策協議会が策定した「富山県交通安全推進計画」等も踏まえ、運動

を展開します。なお、年間及び各期の交通安全運動を効果的に推進するため、重点項

目を定め、関係機関・団体等が連携し一体となった取組を行います。

４ 推進期間

令和７年４月１日（火）から令和８年３月３１日（火）まで

ゆずりあう 心でひろがる 無事故の輪（県スローガン）

５ 交通安全推進計画の推進項目・事項

（１）こどもと高齢者の交通事故防止

（２）運転者等総合対策

（３）自転車等の安全利用の推進

（４）全座席シートベルト着用の推進

（５）飲酒運転の根絶

を重点項目とし、重点項目ごとに推進項目・事項を定めます。

（１）こどもと高齢者の交通事故防止

<こどもの事故防止>

① 幼児・児童が被害者となる事故防止

② LED 用品・反射材の普及・着用の推進

<高齢者の事故防止>

③ 高齢者自身の交通安全意識の向上に向けた活動の推進

④ 高齢者に対する思いやり意識の醸成に向けた活動の推進

⑤ LED 用品・反射材の普及・着用の推進
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【重点月間】 ６月、１０月……『たっしゃけ 気つけられェ』運動の推進

※ 児童・生徒の交通事故防止のため、新入学・新学期・

夏季休業期間等にも、重点的に推進する。

【日を定めて行う運動】 毎月１日、１５日………「交通安全県民の日」

※ １５日は「高齢者交通安全の日」

【推進事項】

〇推進体制の拡充

・交通安全アドバイザーなどへの支援による地域の推進体制の充実

・自治振興会、長寿会、ＰＴＡ、らいちょうクラブ、福祉団体等への地域の事故状

況などの情報提供（事故状況資料の作成など）と相互の連携促進

〇交通安全教育の推進

・交通指導員や地域交通安全活動推進委員、交通安全母の会会員など市民による活

動の推進

・市内全域での「幼児交通安全教室」、「シルバー交通安全教室」の実施（高齢者自

身が身体機能の低下を自覚できる方策として、簡易な認知機能に関する検査を実

施）

・高齢者用電動車いす（シニアカー）の安全利用の啓発

・参加・体験・実践型の「高齢者交通安全薄暮教室」、「サポートカー体験型交通安

全教室」の実施

・交通安全ポスターコンクールの実施（小学校４年生対象）

・交通安全母の会と連携した「交通安全マスコットコンクール」の実施

・幼稚園や保育所(園)、小学校等における歩行や自転車利用に関する交通安全教育

の推進

・幼児・児童とその保護者に対する交通安全教育の推進

・家族間で声をかけ合うなど、家庭内における交通安全対策（家庭教育）の推進

・交通安全に関する出前講座の実施

・反射材の着用を含め、効果的な事故防止に関する方策の周知

・通学路における交通安全対策の推進

・信号機のない横断歩道における交通ルール・マナーの周知・徹底

・歩行者への、「右側通行」や「歩きスマホ、斜め横断の禁止」などの通行マナー・

ルールの周知・徹底及び横断時における意思表示（手を上げる、手を差し出す等）

の周知・実践

・自転車の「ながら運転」などの危険運転は絶対行わないように保護者や学校等を

通じて啓発

・市通学路交通安全プログラムに基づく点検及び対策の実施

・県警察のセーフティ・ドライバーズ情報等に基づく効果的な交通安全教育の推進

〇街頭活動の推進

・交差点等における街頭指導の実施

・広報車による交通安全の呼びかけ

・自転車に対する街頭指導の実施、点検整備の励行や自転車利用に伴う事故に備え

る保険（損害賠償保険・共済）の周知と加入促進（自転車損害賠償責任保険加入

促進事業の周知）

・道路交通環境の安全点検の実施

・チャイルドシートの正しい利用と着用の徹底
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〇訪問活動の推進

・交通安全アドバイザー等による高齢者宅の訪問活動の実施

・LED ライト・バンド等の LED 用品や反射材の自発的かつ継続的な着用の奨励（年

齢や生活実態等に応じた様々な種類の反射材の配布・紹介）

〇こども・高齢者に対する思いやり運転の実践

・『たっしゃけ 気つけられエ』運動の推進

・通学路における街頭指導の実施

・こどもや高齢者に対する保護意識の醸成

〇高齢ドライバーによる事故の防止

・高齢者に対する補償運転（やわやわ運転。夜間や雨天・降雪時の運転を控える等

運転技能の低下を補う運転のこと）の推奨

・運転に不安を感じる高齢者等に対する運転免許自主返納、及び車に代わる移動手

段として「おでかけ定期券」による公共交通機関利用の呼びかけ

・運転を補完する安全運転サポートカーや、既販車への後付け安全運転支援装置の

周知

・運転免許自主返納制度の周知及びサポートカー限定免許制度についての広報啓発

の推進

（２）運転者等総合対策

<運転者のマナーを向上し、事故防止を図る>

① 信号機のない横断歩道における歩行者等の優先及び歩行者の保護の周知徹底

② 妨害運転（いわゆる「あおり運転」）の危険性とトラブル時の回避措置の周知

③ 携帯電話の使用等による“ながら„運転に関する危険性の周知と意識改革の徹底

【重点月間】 １１月、３月……「３ｕｐ運動」
スリーアッ プ

【日を定めて行う運動】 毎月１日……「横断歩道おもいやりの日」

【推進事項】

〇推進体制の拡充

・関係機関・団体等との連携強化

〇交通安全教育の推進

・参加・体験・実践型の「高齢者交通安全薄暮教室」、「サポートカー体験型交通安

全教室」の実施

・交通安全教室や安全運転講習会での運転者教育の推進

・妨害運転の危険性周知とサービスエリア等安全な場所への退避など適切なトラブ

ル回避等の啓発

・ドライブレコーダーの普及促進等に関する広報啓発の推進

・車両運転中の携帯電話等使用（ながらスマホ）による危険性（安全不確認等）の

周知

・運転に集中することの大切さに関する啓発の推進（「車間が空いている」、「直

線道路である」、「ほんの一瞬」などといった意識の払拭）

・横断歩道手前での減速や一時停止など横断歩道における歩行者の優先義務の周

知・徹底
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・横断歩行者をはじめとする歩行者の保護活動の推進

・走行中の自転車利用者に対する思いやりを持った運転

・自動車駐車場における適切な利用を奨励（県が実施するパーキングパーミット制

度（身体障害者用駐車場を利用できる者に対し、利用証を発行することで身体障

害者用駐車場の適切な利用を図る制度のこと）の周知）

・補償運転の推奨と、安全運転サポートカー及び既販車への後付け安全運転支援装

置の普及・啓発

・身体機能の変化等により安全運転に不安を感じる方への運転免許自主返納制度の

周知及びサポートカー限定免許制度についての広報啓発の推進、安全運転相談窓

口の積極的な周知及び利用促進

・施設や駐車場の出入りなどで歩道等を横切る場合における一時停止の周知・徹底

〇広報・啓発活動の推進

「マナーｕｐ」の推進

・早め合図や思いやり運転の推進

・歩行者・自転車利用者を含めた交通ルールの遵守

「チェックｕｐ」の推進

・運転への集中や確実な安全確認の徹底

「ライトｕｐ」の推進

・早めのライト点灯とハイビームの活用

・歩行者、自転車利用者の LED 用品・反射材活用

〇その他

・はたちの集いにおける交通安全宣言・署名活動の実施

（３）自転車等の安全利用の推進

<自転車乗用中の事故防止と安全確保>

① 自転車安全利用五則を活用した交通ルールの周知

② 全ての自転車利用者に対するヘルメット着用の必要性・効果に関する理解の促進

と努力義務化を踏まえた着用の徹底に向けた広報啓発の推進

③ 安全利用のための自転車及び道路環境の点検整備

【重点月間】 ５月……「自転車安全利用の推進」※５月は「自転車月間」

【日を定めて行う運動】 ５月５日 ……「自転車の日」

【推進事項】

〇推進体制の拡充

・関係機関・団体等との連携強化

〇交通安全教育の推進

・小学校、中学校における自転車の安全利用に関する教育の推進

・小学校３、４年生を対象とする自転車交通安全教室修了証交付事業の実施

・中学第３学年生徒に対し、自転車利用に関する制度やルール等が記載されたクリ

アファイルの配布及び、中学校における自転車交通安全教育の検討・実施

・シルバー交通安全教室における自転車利用に関する交通安全教育の推進

・就労外国人を対象とした自転車交通安全教育の実施
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・自転車を利用する際のヘルメットの着用や自転車利用に伴う事故に備える保険

（損害賠償保険・共済）の加入など、保護者の交通安全意識の向上（自転車損害

賠償責任保険加入促進事業の周知）

・自転車運転者講習制度（対象年齢：満１４歳以上）の周知

・体験型教室や大会の実施等による交通安全意識の高揚

・サイクル安全リーダーの育成及び活動推進

〇自転車通勤・通学を行う者に対する指導

・「３分早めの出発」の指導により余裕を持った自転車利用の徹底を図り、自転車

事故の主要因である出会い頭事故を抑制

・「ながら運転」、「妨害運転」等は絶対に行わないよう、各種キャンペーンや市

広報等を通じて啓発

〇広報・啓発活動の推進

・自転車安全利用の推進

・自転車交通ルール、道路交通法一部改正の周知徹底

・各種交通安全教室の開催

・自転車の点検整備の励行と乗車中のヘルメットの着用促進

・家庭・職場等におけるひと声運動

・自転車利用に伴う事故に備える保険（損害賠償保険・共済）の周知と加入促進

（自転車損害賠償責任保険加入促進事業の周知）

・特定小型原動機付自転車の利用者に対する販売事業者等と連携した安全利用と交

通ルールの周知と広報啓発の促進

〇その他

・ 富山市自転車利用環境整備計画に基づく自転車の安全利用に関する施策の推進

（４）全座席シートベルト着用の推進

県内統一スローガン 「 締めたよね 全席みんなの 合言葉 」

<全座席シートベルト着用・チャイルドシート着用>

① シートベルトとチャイルドシートの着用の必要性と被害防止・軽減効果の周知と

啓発の促進

② 安全性能に関する情報提供

【重点月間】 通年……「全座席シートベルト着用及びチャイルドシートの正しい使用の推進」

【推進事項】

〇推進体制の拡充

・関係機関・団体との連携強化

・企業等における自発的な交通安全活動の推進

〇交通安全教育の推進

・シートベルト、チャイルドシート着用の必要性と効果の理解促進

・シートベルト着用率１００％実践運動の実施

・幼児交通安全教室等でのチャイルドシートの正しい使用の徹底

・職場等での交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践

-8-



〇街頭活動の推進

・シートベルト、チャイルドシート着用キャンペーンの実施

〇広報・啓発活動の推進

・車に乗る人すべての意識改革によりシートベルトの着用を徹底

・全座席（特に後部座席）着用と運転者による着用確認の励行促進

・後部座席着用義務化の周知徹底

・地域・家庭・職場及び街頭活動時におけるひと声運動

（５）飲酒運転の根絶

<あらゆる機会を通じて飲酒運転の根絶>

① 飲酒運転を許さない環境づくり

② 飲酒運転をするおそれのある者への車両及び酒類の提供禁止、同乗禁止の周知徹

底とハンドルキーパー運動の推進

【重点月間】 ７月、１２月……「飲酒運転の根絶」

【推進事項】

〇推進体制の拡充

・交通安全協会や自治振興会、企業（安全運転管理者）等への事故状況などの情報

提供（事故状況資料等の提供）と相互の連携強化

・企業等、職場における指導推進体制の充実

〇交通安全教育の推進

・交通指導員や安全運転管理者、地域交通安全活動推進委員をはじめとする市民に

よる活動の推進

・交通安全に関する出前講座の実施

・飲酒運転の疑似体験等を取り入れた運転者教育の実施

・二日酔い運転や自転車による飲酒運転に対する継続的な意識改革の推進

〇街頭活動の推進

・交差点等の街頭における啓発活動の実施

〇広報・啓発活動の推進

・飲酒が身体に及ぼす影響の理解と飲酒運転が重大事故に直結する危険な行為であ

るという意識の徹底、車両等を運転する人への酒類提供の禁止及び同乗の禁止に

係る広報周知の推進

・家庭・地域・職場等における飲酒運転防止(二日酔い含む)の声かけ・気運の醸成

・企業・事務所及び酒類を提供する飲食店等と協力・連携したハンドルキーパー運

動の普及啓発の推進

・飲酒の機会等における公共交通機関や自動車運転代行の利用促進
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６ 各種交通安全運動

（１）年間を通じて行う運動

「みんなですすめる交通安全県民運動」

スローガン：～ ゆずりあう 心でひろがる 無事故の輪 ～

○重点月間を設定する運動

・３ｕｐ運動 （重点月間 １１月、３月）
スリーアップ

・『たっしゃけ 気つけられェ』運動（高齢者の交通事故防止）の推進
（重点月間 ６月、１０月）

・高齢運転者対策の推進 （実施期間 通年）

・横断歩道における交通安全対策の推進 （実施期間 通年）

・自転車安全利用の推進 （重点月間 ５月）

・全座席シートベルト着用及び
チャイルドシートの正しい使用の推進 （実施期間 通年）

・飲酒運転の根絶 （重点月間 ７月、１２月）

・妨害運転など危険運転の防止 （実施期間 通年）

（２）期間を定めて行う運動

○ 春の全国交通安全運動 ４／ ６（日）～ ４／１５（火）

○ 夏の交通安全県民運動（北陸三県統一） ７／１１（金）～ ７／２０（日）

○ 秋の全国交通安全運動 ９／２１（日）～ ９／３０（火）

○ 年末の交通安全県民運動（北陸三県統一）１２／１１（木）～ １２／２０（土）

（３）日を定めて行う運動

○ 交通安全県民の日【富山県】 毎月 １日・１５日
○ 自転車の日 【全国】 ５月 ５日
（自転車活用推進法に基づく。５月は「自転車月間」）

○ 横断歩道おもいやりの日 毎月 １日
○ 高齢者交通安全の日 毎月１５日

（４）その他（交通死亡事故多発に伴う緊急対策）
交通死亡事故が多発し、さらに続発するおそれがある場合等においては、市民をあ

げて交通死亡事故の抑止を図るため、関係機関・団体とも連携し、広報・啓発等の緊
急対策を実施します。

７ 推進上の留意事項
（１）関係機関・団体は、それぞれ家庭、地域、職場、学校などの実情に応じ、創意工夫

を凝らした具体的な対策を講じ、積極的に推進します。
（２）実施にあたっては、関係機関・団体が相互に連携を図り、市民の参加を求めます。
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８ 関係機関・団体の主な活動

機関・団体名 主 な 活 動

共 通 推 進 事 項

１ 交通安全に関する意識啓発活動

２ みんなですすめる交通安全県民運動及び各季運動等の推進

３ 各種広報媒体を活用した情報提供・広報の推進

４ 機関・団体構成員に対する交通安全教育の徹底

５ 交通安全行事への参加・協力

６ 安全運転サポート車の普及啓発促進

７ 高齢者の運転免許自主返納者への支援に関する広報

８ 横断歩道を中心とした歩行者の交通安全対策の推進

県

１ 交通安全アドバイザーによる活動の推進

２ 富山県交通安全チャレンジ1・2・3運動の実施

３ 各種参加・体験型交通安全教室の実施

４ 自転車乗車用ヘルメット及び反射材の着用、チャイルドシート

の使用の必要性等の広報啓発の推進

５ ヒヤリマップ作成にかかる事業等の推進

６ 交通事故被害者や交通遺児等の被害者対策の推進

７ 交通安全推進団体等への補助の実施

富 山 市

１ 交通安全教育の推進

２ 富山市交通安全対策協議会の開催及び交通安全計画の作成

３ 関係機関・団体と連携した交通安全キャンペーン等の実施

４ 交通安全推進団体等に対する支援

５ 交通遺児福祉金・見舞金の支給など被害者対策の推進

６ 交通安全施設、通学路等の点検整備

７ 市広報やホームページ等による効果的な交通安全啓発の推進

８ 運転に不安を感じる高齢者に対する支援や運転免許自主返納の

促進

県 警 察

（本部、警察署）

１ 交通ルールの遵守とマナー向上に向けた取組の推進

２ 高齢者とこどもの交通事故防止対策の推進

３ 飲酒運転根絶に向けた取組の推進

４ 自転車利用者に対する交通安全教育と指導取締りの推進

５ 高校生を重点とした自転車乗車用ヘルメット着用と交通ルール

遵守の徹底

６ 小型モビリティに関する交通事故防止対策の推進

７ 交通事故抑止に資する交通指導取締りの推進

８ 交通安全施設整備の推進

９ 交通実態の変化等に即した交通規制の推進

10 円滑な外国人の運転免許取得など国際化への対応

11 安全運転相談の周知と適切な対応
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機関・団体名 主 な 活 動

道 路 管 理 者

中日本高速道路（株）

金沢支社

１ 生活道路等における歩行空間の整備

２ 迅速な道路情報の提供

３ 道路の整備、障害物の除去等道路交通環境の整備

４ 道路パトロール活動の実施

５ 老朽化した道路施設の点検及び補修の実施

６ 標識等の点検整備と視認性の確保

７ 料金所や休憩所における各種広報の実施

８ 歩車道分離の促進

教 育 委 員 会
幼 稚 園
認 定 こ ど も 園
保 育 所
小 学 校
中 学 校
義 務 教 育 学 校
高 等 学 校
特 別 支 援 学 校
P T A

１ 幼児、児童、生徒に対する交通安全教育の徹底

２ 登下校時における安全指導の充実

３ 児童・生徒による交通安全活動の推進

４ 自転車の正しい乗り方指導と整備・点検の実施

５ 改定「自転車安全利用五則」及び「改正道路交通法」を踏まえた

ヘルメットの着用の推進

６ 高校生の運転免許取得に伴う安全指導の実施

７ 通学路の交通安全の確保に向けた取組の推進

８ サイクル安全リーダー育成及び活動の推進

交 通 安 全 協 会

１ 各種交通安全行事及び教室の開催並びに支援

２ 街頭広報活動の推進

３ こどもと高齢者の交通事故防止活動の推進

４ 横断歩行者の安全確保の推進

５ 二輪車、自転車安全教育の推進

６ ハンドルキーパー運動の推進

７ 優良運転者等の賞揚

８ 各種交通安全大会の開催等

９ 交通安全啓発資料の作成・配布

10 自動車運転の研修・講習指導

11 交通公園を活用した交通安全知識・技能習得の推進

安全運転管理者協会

自動車安全運転センタ

ー富山県事務所

１ 各事業所での安全運転管理業務の支援

２ 横断歩道における歩行者優先の更なる向上に向けた取組の推進

３ 全座席シートベルト着用推進運動の促進

４ 高齢者にやさしい思いやり運動の推進

５ ハンドルキーパー運動の推進

６ エコ安全ドライブ運動の推進

７ 事業所に対する講習会、研修会等の開催の促進

８ 若年ドライバーに対する運転教育の推進

９ 運転記録証明書等（ＳＤカード）を活用した交通安全対策の

推進

10 安全運転中央研修所を活用しての高度な安全運転知識・技能の

習得へのサポート
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機関・団体名 主 な 活 動

富山運輸支局

富山労働局

自動車事故対策機構

富山支所

１ 自動車運送業者等に対する運行、労務、健康管理の指導

２ 過積載、過労運転防止対策の推進

３ 自動車の点検、整備の励行指導

４ 不正改造・整備不良車両、無車検・無保険（無共済）車両、

無許可営業車両の指導・取締り

５ 運転適性診断の実施と個別指導

６ 交通労働災害防止対策の推進

７ 労働時間管理適正化指導員による個別訪問指導の実施

８ 被害者対策の推進

９ 自動車・チャイルドシートアセスメント情報の提供

10 交通安全啓発資料の作成・配布

11 公共交通機関の利用促進

指定自動車教習所協会

１ 「地域の交通安全教育センター」としての活動の推進

２ 優良初心運転者の育成

３ 高齢者講習等各種法定講習や認知機能検査・運転技能検査の

的確な実施

４ エコドライブ運転の普及・促進

５ 高齢者の運転免許証自主返納に向けた支援

西日本旅客鉄道（株）

金沢支社

富山地方鉄道（株）

あいの風とやま鉄道（株）

１ 社員に対する交通安全の指導教養の徹底

２ 踏切安全通行の指導及び講習会等の開催

３ 踏切保安設備の点検整備

４ 踏切道及び軌道線の交通安全対策の推進

５ 駅前等の自転車駐輪対策への協力

６ 路面電車と自動車の接触事故防止の推進
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機関・団体名 主 な 活 動

トラック協会

バス協会

タクシー協会

１ 事業所に対する交通安全運動等の周知徹底

２ 運行管理、労務管理の指導

３ 過積載・過労運転防止対策の推進

４ 指導員によるパトロールの実施

５ 交通事故防止に関する各種助成

６ 各種研修会の開催

７ 無事故無違反チャレンジアクションの実施

８ 不正改造防止の呼びかけ

９ 優良運転者等の賞揚

10 運転免許証返納者に対する割引制度

11 飲酒運転根絶に向けた取組の強化

富山市交通安全母の会

連絡協議会

地域交通安全活動

推進委員協議会

富山市交通指導員

連絡協議会

富山市老人クラブ

連合会

交通安全アドバイザー

社会福祉協議会

交通運輸産業労働組合

協議会

１ 街頭指導活動の推進

２ 高齢者世帯訪問活動の推進

３ 各世代対象に応じた交通安全教室の開催

４ 幼児及び高齢者交通安全指導者研修会の開催

５ 全ての自転車利用者に対する適正な通行方法とヘルメット

着用の呼びかけ

６ シートベルト・チャイルドシート着用呼びかけ

７ 飲酒・暴走運転追放の呼びかけ

８ 違法駐車追放の呼びかけ

９ LED 用品・反射材の普及と利用の促進

自動車会議所

自動車販売店協会

自動車整備振興会

軽自動車協会

日本自動車連盟富山支部

高速道路交通安全協議会

不正改造車両追放連絡

協議会

１ 事業所に対する交通安全運動等の周知徹底

２ 車両の日常、定期点検整備の呼びかけ

３ 不正改造・整備不良・無車検・無保険（無共済）車両運転防止
対策の推進

４ 講習会、研修会の開催

５ シートベルト・チャイルドシート着用の啓発活動

６ 停止表示器材、非常信号灯など安全用具の携行呼びかけ

７ 運転マナー向上施策の推進

８ 安全運転サポート車（サポカー）の普及啓発及び同乗体験会
の実施
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機関・団体名 主 な 活 動

自家用自動車協会連合会

１ 交通事故防止の啓発活動

２ 交通事故防止の事業所別講習会・研修会の開催

３ 交通事故無料相談を通した被害者救済・被害者支援・被害者援護
活動

４ 交通事故相談に関する各種資料の作成・発刊

５ 自賠責保険（共済）制度の周知と無保険（共済）車両の監視活動

６ 不正改造車・整備不良車両の監視活動と防止呼びかけ

自転車商業協同組合

１ 自転車の交通安全教室の開催

２ 「ＴＳマーク」の普及啓発

３ 自転車の正しい乗り方及び駐輪方法の指導啓発

４ 街頭、学校等における自転車一斉点検の実施

商工会議所連合会

商工会連合会

１ 飲酒運転防止の呼びかけ

２ 看板、自販機等の路上はみ出し防止の指導

３ 迷惑駐車防止対策の推進

４ 自転車、自動車駐車場の確保と整備

５ 交通安全諸行事への協力要請

ＮＨＫ富山放送局

北日本放送

富山テレビ

チューリップテレビ

富山エフエム

北日本新聞社

富山新聞社

読売新聞社

中日新聞社

１ 交通安全行事の積極的な取材と広報

２ 迅速な道路情報の提供

３ 交通安全行事への支援
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９ 月別主要業務・行事予定

月 業 務 ・ 行 事 月 業 務 ・ 行 事

４

○春の全国交通安全運動（6～15 日）

○春の交通安全富山市民大会（8日）

○新入学（園）期における交通事故

防止

10
○『たっしゃけ 気つけられェ』運動

の推進重点月間

５

○自転車月間

○自転車安全利用の推進重点月間

○自転車の日（５日）

○富山市交通安全対策協議会（総会）

11
○３ｕｐ運動の推進重点月間

○富山市交通指導員連絡協議会研修会

６
○『たっしゃけ 気つけられェ』

運動の推進重点月間
12

○飲酒運転の根絶重点月間

○年末の交通安全県民運動(11～20 日)

○飲酒運転追放等交通安全キャンペーン

７

○飲酒運転の根絶重点月間

○夏の交通安全県民運動(11～20 日)

○交通安全子ども自転車富山県大会

○交通安全チャレンジ 1・2・3運動

（７/21～11/20）

１

○積雪・凍結期の交通事故防止

○はたちの集いにおける交通安全宣

言・交通安全署名

８
○富山市交通安全母の会連絡協議会

マスコットコンクール
２
○積雪・凍結期の交通事故防止

○富山市交通安全対策協議会
（合同部会）

９

〇交通安全ポスターコンクール

○第 62 回交通安全県民大会 (3 日)

○秋の交通安全富山市民大会

(富山市交通安全功労者表彰）(19 日)

○秋の全国交通安全運動(21～30 日)

３ ○３ｕｐ運動推進重点月間
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１０ 月別広報重点

月 重 点 項 目 月 重 点 項 目

４

○春の全国交通安全運動（6～15 日）

○新入学（園）期における交通事故

防止

〇大型連休中の交通事故防止

10

○『たっしゃけ 気つけられェ』運動

○反射材の利用促進と夕暮れ時の交通

事故防止

５

○自転車月間

○自転車の安全利用とマナーアップ

○自転車の日（５日）

11 ○３ｕｐ運動の推進

６ ○『たっしゃけ 気つけられェ』運動 12

○年末の交通安全県民運動(11～20日)

○飲酒運転の根絶

〇年末年始の交通事故防止

７

○夏の交通安全県民運動(11～20日)

○夏休み中の交通事故防止

○飲酒運転の根絶

１ ○積雪・凍結期の交通事故防止

８
○夏休み中の交通事故防止

○お盆期間中の交通事故防止
２ ○積雪・凍結期の交通事故防止

９ ○秋の全国交通安全運動(21～30日) ３

○３ｕｐ運動の推進

○卒業・転勤等に伴う自転車遺棄の防

止
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（資料） 富山市内の交通事故・道路交通環境の推移

※ 各数値は、旧7市町村の合計数値。（なお、空白部分は旧市町村の数値が一部不明なため未記載）
※ 交通事故状況各項目は、県警本部「交通事故白書」。（昭和 45年以前は「市町村統計書」）
※ 自動車保有台数は、「県統計書」及び北陸信越運輸局富山運輸支局資料数値。（昭和 41 年以前は 1 月 1 日、昭和 42 年以降は 3月 31 日現在）
※ 信号機数は、県警本部数値。（各年12月 31 日現在）
※ 道路整備状況は、昭和 47 年以前は市町村統計資料、昭和 48 年以降は県道路課道路現況調査及び「富山市の建設」数値。（平成 28 年以前は 3 月 31 日現在、平成 29 年以降は 4 月 1 日現在）

区 分 事故

件数

死者数 負傷

者数

自動車

保有台数

信号機

箇所数

道路整備状況
備 考

年 全数
うち

子ども

うち

高齢者
延長 ｋｍ 舗装 ｋｍ 舗装率

昭和４１年 33,113 41 富山市交通指導員連絡協議会発足

昭和４２年 42,238 48

昭和４３年 49,745 62

昭和４４年 52,453 71 車庫証明制度発足

昭和４５年 61,601 85

昭和４６年 2,595 71 3,472 70,186 104

昭和４７年 2,515 71 3,327 81,612 128 らいちょうクラブ発足

昭和４８年 1,991 45 2,634 92,712 156 2,410 830 34.4%

昭和４９年 1,680 35 2,274 99,695 181 2,441 966 39.6%

昭和５０年 1,586 33 1,996 107,365 233 2,487 1,128 45.4% 北陸自動車道富山まで開通

昭和５１年 1,577 14 1,962 114,866 276 2,572 1,324 51.5%

昭和５２年 1,471 26 1,778 122,360 306 2,637 1,459 55.3%

昭和５３年 1,466 26 1,793 129,024 327 2,683 1,585 59.1% 市幼児交通安全教室の本格開始

昭和５４年 1,359 31 1,611 136,970 352 2,722 1,698 62.4% 富山市交通安全母の会連絡協議会発足

昭和５５年 1,310 35 1,541 144,243 369 2,719 1,832 67.4%

昭和５６年 1,259 25 1,542 150,153 390 2,766 1,882 68.0%

昭和５７年 1,221 28 1,503 157,783 401 2,819 1,942 68.9%

昭和５８年 1,199 21 1,415 165,201 409 2,897 2,156 74.4%

昭和５９年 1,524 19 1,833 173,002 421 2,915 2,255 77.4%

昭和６０年 1,859 28 2,261 181,072 431 2,973 2,354 79.2%

昭和６１年 2,125 16 2,522 189,503 440 3,044 2,439 80.1%

昭和６２年 2,402 22 2,855 197,681 462 3,077 2,516 81.8%

昭和６３年 2,308 40 2,840 207,614 473 3,110 2,418 77.7%

平 成 元 年 2,495 42 3,106 217,497 483 3,137 2,487 79.3% 市シルバー交通安全教室本格開始

平 成 ２ 年 3.057 26 3,538 229,054 503 3,150 2,522 80.1% 交通安全アドバイザー制度発足

平 成 ３ 年 3,161 39 3,540 239,151 521 3,199 2,541 79.4% 地域交通安全活動推進委員制度発足

平 成 ４ 年 3,297 40 3,733 248,636 541 3,238 2,601 80.3%

平 成 ５ 年 3,405 33 3,875 256,115 562 3,298 2,681 81.3%

平 成 ６ 年 3,576 38 4,010 265,510 578 3,332 2,726 81.8%

平 成 ７ 年 3,788 33 4,361 275,296 591 3,397 2,799 82.4%

平 成 ８ 年 3,439 29 3,837 284,615 617 3,427 2,840 82.9% 中核市に移行

平 成 ９ 年 3,400 23 3,815 292,791 632 3,462 2,892 83.5%

平成１０年 3,420 22 3,951 297,554 650 3,484 2,938 84.3%

平成１１年 3,349 33 0 18 3,929 302,246 669 3,512 3,041 86.6%

平成１２年 3,604 25 1 15 4,317 305,774 694 3,536 3.083 87.2% 第５５回国民体育大会

平成１３年 3,762 29 0 14 4,436 309,945 714 3,557 3,118 87.7%

平成１４年 3,629 13 0 10 4,319 313,476 748 3,583 3,152 88.0% 富山市交通安全推進計画策定開始

平成１５年 3,618 18 0 10 4,374 316,092 769 3,613 3,187 88.2% 市交通安全シルバーリーダー発足

平成１６年 3,437 25 1 12 4,094 318,281 782 3,642 3,219 88.4%

平成１７年 3,482 29 0 12 4,164 322,273 799 3,672 3,261 88.8% ７市町村合併により新「富山市」誕生

平成１８年 3,385 19 1 12 4,068 325,954 804 3,710 3,300 88.9% 第８次富山市交通安全計画策定

平成１９年 3,250 21 0 12 3,856 327,540 806 3,750 3,339 89.0%

平成２０年 2,756 14 0 10 3,141 327,654 819 3,773 3,355 88.9%

平成２１年 2,681 25 1 14 3,099 327,985 829 3,784 3,370 89.1%

平成２２年 2,649 17 1 7 3,099 328,444 845 3,770 3,381 89.7%

平成２３年 2,319 18 1 8 2,668 329,409 862 3,819 3,403 89.1% 第９次富山市交通安全計画策定

平成２４年 2,179 18 0 9 2,458 332,057 873 3,800 3,415 89.9%

平成２５年 2,112 10 0 6 2,421 334,644 876 3,816 3,425 89.8%

平成２６年 2,023 14 1 10 2,314 337,866 879 3,818 3,430 89.8%

平成２７年 1,843 19 0 14 2,139 339,866 880 3,831 3,446 90.0%

平成２８年 1,467 17 0 13 1,684 341,407 880 3,833 3,452 90.0% 第１０次富山市交通安全計画策定

平成２９年 1,369 12 0 8 1,554 343,687 882 3,834 3,460 90.2%

平成３０年 1,259 19 0 9 1,438 344,984 882 3,843 3,475 90.4%

令和元年 1,120 7 0 6 1,273 345,919 880 3,828 3,461 90.4%

令和２年 913 7 0 7 1,043 346,350 877 3,833 3,470 90.5%

令和３年 873 9 0 5 994 347,348 880 3,838 3,483 90.7% 第１１次富山市交通安全計画策定

令和４年 929 9 0 7 1,049 343,948 880 3,845 3,513 91.4%

令和５年 935 11 0 7 1,043 345,311 880 3,848 3,578 93.0%

令和６年 880 7 0 5 1,025 345,701 880 ※令和７年６月に公表予定
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令 和 ７ 年

交通安全年間スローガン
（全日本交通安全協会等による募集）

全国スローガン

○運転者（同乗者を含む）に呼びかける部門

守ろうよ チャイルドシートで 子の未来

○歩行者等に呼びかける部門

（※歩行者等とは、自転車・特定小型原動機付自転車利用者を含みます。）

危険です ながらスマホで 踏むペダル

○こどもたちに交通安全を呼びかける部門

青だけど 自分の目で見て たしかめて

富山県スローガン

ゆずりあう 心でひろがる 無事故の輪

<富山市交通安全啓発活動>

安全・安心で快適な交通社会を築くためには、市民一人ひと

りが、交通社会の一員であることを自覚することが重要です。

富山市交通安全対策協議会を構成する機関・団体は、市民一

人ひとりが自らの命、大切な人の命を守るための意識の向上を

図るとともに、地域における自助・共助の精神の定着を目指し

ます。

そのため、様々な機会をとらえ、啓発活動を実施し、交通安

全に関する意識改革を図ります。
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